
令和2年4月1日〜令和3年3月31日

種類 件数 %
自傷 0 0.0%

他害 4 18.2%

転倒 8 36.4%

誤飲 2 9.1%

その他 8 36.4%

22 100.0%

日にち 種類

お絵描きの場所の環境設定（座れたら座ってお絵描き
をしてもらう）

4月2日 転倒 振り返った際バランスを崩し転倒

4月2日 転倒 椅子に座り損ね転倒

ヒヤリ・ハット報告

ヒヤリ・ハット報告詳細
内容 改善策

2020年4月

5月25日 転倒
ボール遊びをしている際にボールに足が乗
り、そのまま転倒

利用児がボール遊びをする際は周りの状態も見ながら
目を離さずしっかりと見守り、危険が予測された際は
すぐに声をかけ注意を促す

壁際での遊びの見直し（黄ライン）
見守りの強化

送迎中、夢中になれるものを用意する
鍵は必ず抜いていく
ご家族と相談する

帰りの送迎中、他児の自宅到着時、玄関前
で車の方を見ると本児が身を乗り出してハ
ンドルを回している。

その他4月13日

2020年5月

本児が人が気になると思われるスペースを周知
なるべく該当スペースにとどまらないよう対応

本児が個別ルームから出て他児の後頭部を
軽く押す

他害5月16日



9月3日 転倒
帰りの送迎車乗り込み時、片方の靴が脱
げ、踏み外しが起き、体勢が崩れて膝立ち
の状態となる

・スロープを使用しての乗り込みに統一するなど、乗
り込み時のルールを改めて確認する。
・靴のサイズが合っていない可能性もあり、歩行時、
脱げそうになることあれば、保護者へサイズ検討をお
願いする。
・横並びで手を繋ぐのではなく、階段を降りる際は支
えられる位置で行う。

2020年6月

6月22日 転倒 階段を踏み外し転倒する
階段を降りる際は手つなぎに加え、「1、2、3…」と
声掛けをして一段ずつ確実に降りるようにする。

6月27日 転倒
おもちゃ棚の前に居た際、てんかん発作に
より尻もちをつき、その場に倒れる。
しばらく一人で立てなくなる。

いつ発作が起こるか分からない為、今後同じようなこ
とが起こりうることを周知。

2020年9月

9月14日 その他
本児が瞬間接着剤を手に付けてしまい、左
手中指、薬指がガビガビになる。

・今回の接着剤に限らず、のり、ボンド、洗剤、トイ
レットペーパーなど、使いすぎてしまう事がある為、
利用者がそのような物を使用する場合は常に職員が一
緒になって行う。
　一緒に行うことが出来ない場合は、使わせずに待っ
てもらう。

・本人の目に見えるように支援員と一緒になって使う
物の注意書きを作成し、本児に見える化する。

9月18日 その他 送迎車から飛び出し

・支援員が車から離れる際は、全ての扉を閉め、飛び
出さないようにする。

・送迎車は玄関階段前に停めて降ろす。車が何台もあ
るときは、メンバーで判断する。

2020年10月

10月12日 誤飲 マジックテープの異食
・剥がれかけているテープ等がないか再確認し、危険
な箇所は再度張り直す。

10月30日 その他
Bルート送迎中、他児自宅から出てきた際、
助手席のドアが開き、本児が出てこようと
する。

・シートベルトロックの実施（拘束に当たらない旨を
確認済）

・助手席に利用児を乗せない

・以前送迎に関するヒヤリで「エンジンの停止」「全
ドア閉めの確認」を改善策としていたが、「施錠」も
加えて行う。



2021年2月

2月9日 転倒 個室にあるソファから降りようとして転倒
・支援員の言葉がけのやり方、注目行動に対する対応
の仕方の見直し。

1月5日 転倒

本児が窓を閉めようとする。他児が窓を閉
めさせないように本児の手首を掴む。その
際にバランスを崩し、ソファに仰向けで倒
れる。

・窓の開閉については職員で行うこと。
利用者に対しても、窓の開閉は職員で行う旨を
ルールとして伝える。

1月19日 他害 他児の足を4回叩く

・本児の興味/関心のある物や話題を提供し、注意を
他の所へ向ける

・決まった曜日に見られる行動か、また事前に何があ
るのかを把握しておく（授業で一緒など）

12月25日 誤飲 個室にあるソファのスポンジの異食 ・ソファの撤去

2021年1月

2020年12月

12月22日 他害
学校からの送迎中、後部座席に座る
他児を叩こうとする

・他児のことが気にならないよう、車内での座席の位
置の変更をする。

ジャンパーの表面にある綿を毟り、
指と一緒に鼻に綿を入れていた。

・綿の付いていないジャンパーをご用意頂く。

・似た素材の服及び上着を着用していた場合、同様の
ことが起こる可能性がある為、注意して見守る。

その他11月25日

11月10日 他害
顔（右側鼻の付け根）に引っかき傷あり。
どこでできたものか不明

・マスクを取るのは事前に予測できるため、支援員見
守り、又は見守れない状況（送迎）ではマスクを外
す。

・他害が予測できる状況の場合は、添乗等の対応をす
る。

・傷があったら支援同士でいつからあったものかその
場で確認を取るよう心掛ける。

2020年11月



3月18日 その他 おやつを喉に詰まらせ、吐き出す

・膝に座らせ、座位の姿勢で対面に近い型で食事介助
する。

・本児に関しては、今まで保護者におやつの用意をし
てもらっていたが、4月よりピンポンでゼリー、プリ
ン等のおやつを準備する。

・スプーンのサイズを変更する。

3月31日 その他
昼食時、お弁当の中身のお肉を詰まらせ
る。

・昼食前にお弁当の中身をチェックする（全児童）

・詰め込み食べをしないように取り皿を用意し、少し
ずつ提供する。

・保護者に協力してもらい、一口大にカットして持参
してもらう。

2021年3月

3月6日 その他
ソファに勢いよく座った後
お尻を気にする様子あり。

・ソファの枠組み部分がソファスポンジの消耗により
勢い良く座ると当たる可能性がある。ソファスポンジ
消耗部、金具付近にクッション等を入れて当たっても
痛くならないようにする。


